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１．当四半期決算に関する定性的情報 
（１）経営成績に関する説明 

①概況 
当第３四半期連結累計期間における経済環境は、国内におきましては、過去最高水準の企業収益や

雇用・所得環境の改善傾向が継続しておりますが、原油価格の下落を主な要因とした株式市場の混乱
や中国経済の減速などにより、先行き不透明な状況が見え始めております。 

海外におきましては、米国経済は資源価格の低迷や金利引き上げがあったものの、原油安によるガ
ソリン価格の下落も加わって自動車販売は引き続き好調を維持しており、個人消費に底堅さが見られ
ております。また、メキシコ経済は米国経済の堅調を背景に、緩やかに拡大しております。 

他方で、中国においては、原油価格の下落影響や設備過剰、投資の低迷などにより経済成長が一層
減速し、タイにおいても経済成長率の鈍化が継続しております。 
世界経済全体としては、米国やユーロ圏を中心に緩やかな回復基調が維持されておりますが、中国

経済の成長鈍化や米国の金利引き上げによる新興国への影響、さらには中東の政情不安などにより、
先行きの不透明さが残っております。 
こうしたなか、当社グループの業績は、売上高 1,030 億８千５百万円、前年同期比 179 億７千６百

万円の増収（21.1％増）、営業利益は、125 億１百万円、前年同期比 38 億円の増益（43.7％増）とな
りました。経常利益は、111 億９千４百万円、前年同期比７億１千９百万円の減益（6.0％減）とな
りました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、68 億８千９百万円、前年同期比１億７千１百万
円の減益（2.4％減）となりました。 
 

②事業セグメント別の状況 
＜プレス関連製品事業＞ 
 自動車関連部門におきましては、国内の自動車生産・新車販売は、平成 26 年４月の消費増税の影
響による伸び悩みが依然として続き、軽自動車の新車販売についても、平成 27年４月の軽自動車税
の引き上げにより減速傾向が継続しており、売上は前年同期と同水準で推移しました。しかし、海
外におきましては、米国でガソリン価格の下落などにより、自動車販売の好調さが継続するととも
に、平成 26 年に立ち上がった「東普雷（襄陽）汽車部件有限公司」および「Topre Autoparts Mexico, 
S.A. de C.V.」の受注・生産が引き続き好調に推移したことなどにより、海外売上が増収となり、
前年同期を上回る水準となりました。 

これにより、プレス関連製品事業全体での売上高は 673 億８千３百万円、前年同期比 137 億７千
３百万円の増収（25.7％増）となりました。セグメント利益（営業利益）は、89 億５百万円、前年
同期比 26 億２千８百万円の増益（41.9％増）となりました。 
 
＜定温物流関連事業＞ 
 冷凍車部門におきましては、トラック市場全体の好調が維持され、大型車・中型車を中心に依然と
して、より高品質な製品への代替需要が多く、当社グループの受注および生産は前年同期を上回る
水準で推移しました。これにより、定温物流関連事業全体での売上高は 295 億２千万円、前年同期
比 38 億２千９百万円の増収（14.9％増）、セグメント利益（営業利益）は、30 億６千８百万円、前
年同期比 11 億９千１百万円の増益（63.5％増）となりました。 
 
＜その他＞ 
 空調機器部門におきましては、産業用送風機が、企業収益の好調や老朽設備の更新需要などにより
引き続き堅調に推移しました。電子機器部門におきましては、中国経済の減速に起因する客先の動
向変化などにより、タッチパネル関連製品の受注が減少しましたが、キーボード「REALFORCE」の堅
調な販売が続きました。その結果、その他の事業全体での売上高は 61 億８千万円、前年同期比３億
７千４百万円の増収（6.4％増）、セグメント利益（営業利益）は、円安による原材料価格の高騰な
どにより、５億２千７百万円、前年同期比２千万円の減益（3.7％減）となりました。 

 
（２）財政状態に関する説明 

資産、負債、純資産の状況 
   （資産の部） 

流動資産は、主に現金及び預金の増加ならびに金銭債権信託受益権の減少により、808 億９千８百
万円となりました。 

固定資産では、「東プレ九州株式会社」の技術センターおよび「TOPRE（THAILAND）CO., LTD.」の
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新工場稼働による機械装置及び運搬具の増加などにより、891 億７千９百万円となりました。 
この結果、当第３四半期連結会計期間における資産は、前連結会計年度末に比べ 114 億６千４百万

円増加の 1,700 億７千７百万円となりました。 
（負債の部） 
流動負債は、主に支払手形及び買掛金の増加により、434 億６千６百万円となりました。 
固定負債では、主に長期借入金が減少したことから、161 億２百万円となりました。 
この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べ 60 億１千７百万円増加の 595 億６千８百万円とな

りました。 
（純資産の部） 
主に利益剰余金が増加したことにより、前連結会計年度末に比べ 54 億４千７百万円増加の 1,105

億９百万円となりました。 
 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 
平成 28 年３月期通期連結業績予想につきましては、平成 27 年 10 月 30 日公表の予想値と差異が生

じる結果となりました。これは主にプレス関連製品事業におきまして、原油価格の下落も加わり、北
米での新車販売の好調が拡大し、また、海外新設工場「東普雷（襄陽）汽車部件有限公司」、「Topre 
Autoparts Mexico, S.A. de C.V.」の２拠点においても、受注・生産が引き続き好調に推移したこと
によります。さらに、定温物流関連事業におきまして、中型車を中心にトラック市場全体の好調は維
持しており、より高品質な製品への代替需要の旺盛な状況が継続しております。 

 
２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 
（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 
 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 
該当事項はありません。   
 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 
会計方針の変更 
（企業結合に関する会計基準等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 平成 25 年９月 13 日。以下「企業結合
会計基準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 22 号 平成 25 年９月
13 日。以下「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７
号 平成 25 年９月 13 日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間
から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金
として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変
更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫
定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計
期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表
示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変
更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財
務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

  企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第 58－２項(4)、連結会計基準第 44
－５項(4)及び事業分離等会計基準第 57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四
半期連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。 

  なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。 
 
 
３．継続企業の前提に関する重要事象等 

該当事項はありません。 
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表
    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 19,862 23,997 

受取手形及び売掛金 27,989 28,555 

有価証券 6,020 5,730 

金銭債権信託受益権 7,500 4,400 

たな卸資産 13,354 13,391 

その他 4,981 4,823 

貸倒引当金 △0 △0 

流動資産合計 79,706 80,898 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 17,012 20,263 

機械装置及び運搬具（純額） 20,507 24,732 

その他（純額） 20,212 21,082 

有形固定資産合計 57,733 66,078 

無形固定資産 1,378 1,368 

投資その他の資産    

投資有価証券 19,227 21,132 

その他 580 610 

貸倒引当金 △13 △10 

投資その他の資産合計 19,795 21,732 

固定資産合計 78,906 89,179 

資産合計 158,613 170,077 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 21,215 27,508 

短期借入金 177 1,095 

1年内返済予定の長期借入金 1,896 2,734 

未払法人税等 3,808 894 

賞与引当金 1,317 549 

役員賞与引当金 71 50 

製品保証引当金 185 189 

その他 6,865 10,443 

流動負債合計 35,537 43,466 

固定負債    

転換社債型新株予約権付社債 5,000 4,981 

長期借入金 4,618 2,406 

長期未払金 474 1,687 

繰延税金負債 5,300 5,152 

ＰＣＢ処理引当金 38 38 

退職給付に係る負債 580 506 

その他 2,001 1,330 

固定負債合計 18,013 16,102 

負債合計 53,551 59,568 

純資産の部    

株主資本    

資本金 5,610 5,610 

資本剰余金 4,840 4,850 

利益剰余金 81,841 87,131 

自己株式 △2,480 △2,476 

株主資本合計 89,812 95,115 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 5,583 5,555 

為替換算調整勘定 4,645 4,215 

退職給付に係る調整累計額 △859 △716 

その他の包括利益累計額合計 9,369 9,054 

非支配株主持分 5,880 6,339 

純資産合計 105,062 110,509 

負債純資産合計 158,613 170,077 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 85,109 103,085 

売上原価 69,110 82,719 

売上総利益 15,998 20,366 

販売費及び一般管理費 7,296 7,864 

営業利益 8,701 12,501 

営業外収益    

受取利息 103 139 

受取配当金 253 481 

固定資産賃貸料 78 97 

為替差益 2,723 － 

その他 256 290 

営業外収益合計 3,414 1,009 

営業外費用    

支払利息 105 146 

固定資産賃貸費用 14 25 

為替差損 － 2,052 

その他 83 90 

営業外費用合計 203 2,316 

経常利益 11,913 11,194 

特別利益    

固定資産売却益 36 372 

投資有価証券売却益 13 218 

その他 0 － 

特別利益合計 50 591 

特別損失    

固定資産除却損 72 6 

投資有価証券評価損 － 18 

減損損失 0 0 

その他 0 － 

特別損失合計 73 25 

税金等調整前四半期純利益 11,890 11,760 

法人税、住民税及び事業税 4,211 3,680 

法人税等調整額 289 680 

法人税等合計 4,500 4,361 

四半期純利益 7,389 7,399 

非支配株主に帰属する四半期純利益 329 509 

親会社株主に帰属する四半期純利益 7,060 6,889 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

四半期純利益 7,389 7,399 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 1,178 △21 

為替換算調整勘定 △906 △430 

退職給付に係る調整額 154 153 

その他の包括利益合計 426 △298 

四半期包括利益 7,816 7,100 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 7,454 6,574 

非支配株主に係る四半期包括利益 361 526 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

  該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

  該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 調整額 

四半期連結
損益計算書
計上額 

（注）２ 
 

プレス関連
製品事業 

定温物流 
関連事業 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 53,610 25,691 79,302 5,806 85,109 － 85,109 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
204 7 211 362 573 △573 － 

計 53,814 25,699 79,513 6,169 85,682 △573 85,109 

セグメント利益 6,277 1,877 8,154 547 8,701 － 8,701 

(注)１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、空調機器、電子機器、表面処理

事業等を含んでおります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 調整額 

四半期連結
損益計算書
計上額 

（注）２ 
 

プレス関連
製品事業 

定温物流 
関連事業 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 67,383 29,520 96,904 6,180 103,085 － 103,085 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
138 5 143 366 509 △509 － 

計 67,522 29,526 97,048 6,547 103,595 △509 103,085 

セグメント利益 8,905 3,068 11,974 527 12,501 － 12,501 

(注)１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、空調機器、電子機器、表面処理

事業等を含んでおります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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（重要な後発事象）

 株式譲渡契約による株式の取得 

 平成27年10月15日付「車体部品会社 株式譲渡契約締結のお知らせ」で開示のとおり、当社

は、八千代工業株式会社における四日市製作所の板金プレス工場を、会社分割により八千代工

業株式会社の連結子会社である株式会社ワイジーテックが承継した後、株式会社ワイジーテッ

クの発行済株式の全部を八千代工業株式会社から譲り受けることを決議するとともに、八千代

工業株式会社と株式譲渡契約を締結しておりました。 

 予定どおり平成28年１月１日をもって、株式会社ワイジーテックの発行済株式の全部につ

き、取得を完了いたしました。 

 

１．企業結合の概要 

  (1)企業結合を行った主な理由 

   八千代工業株式会社における四日市製作所の板金プレス工場、および株式会社ワイジーテッ

クの全事業の譲受けは、当社の自動車板金プレス事業におけるシナジー効果が見込めるととも

に、国内カーメーカーとのビジネスの拡大が期待できると判断したためであります。 

  (2)企業結合日 

   平成28年１月１日 

  (3)企業結合の法的形式 

   株式取得 

 (4)結合後企業の名称 

  東プレ東海株式会社 

 (5)取得する議決権比率 

  100％ 

 (6)取得企業を決定するに至った主な根拠 

   当社が、現金を対価として株式を取得したためであります。 

 

２．発生したのれんの金額、発生原因、償却の方法および償却期間 

  現時点では確定しておりません。 
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